
第５６回 福岡県地方史研究協議大会 

福岡県の風水害 
 
 －次の世代に語り継ぐ、忘れてはならない歴史２－ 
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資
料
①

年
号

初
年

終
年

記
 
 
 
 
 
事

分
類
宗
社

延
宝
16
73

16
80
２
年
秋
大
風
大
雨
に
て
洪
水
田
畠
損
耗

Ａ

８
年
５
月
よ
り
７
月
ま
で
数
度
洪
水
、
大
損
毛

Ａ

天
和
16
81

16
83
な
し

貞
享
16
84

16
87
な
し

元
禄
16
88

17
03
14
年
大
風
吹
き
田
方
痛
む

Ａ

１
５
年
６
月
２
８
日
大
雨
、
山
汐
、
転
家
４
２
軒
、
吉
木
村
村
中
川
に
な
り
流
れ
る

Ｂ
有

宝
永
17
04

17
10
４
年
１
０
月
４
日
大
地
震

正
徳
17
11

17
15
な
し

享
保
17
16

17
35
１
１
年
５
月
大
雨
、
苗
水
入
り
腐
り
、
苗
不
足

Ａ

１
４
年
８
月
１
９
日
大
雨
降
る
、
田
畠
大
痛
み

Ａ

１
６
年
８
月
大
風
西
北
に
て
海
辺
殊
の
外
大
痛
み

Ａ

元
文
17
36

17
40
３
年
５
月
洪
水
、
川
筋
損
毛
多
し

Ａ

延
享
17
44

17
47
な
し

寛
延
17
48

17
50
な
し

宝
暦
17
51

17
63
１
２
年
７
月
１
５
日
大
風
雨
、
田
畠
大
い
に
痛
む
、
破
損
所
多
し
。
８
月
８
日
大
風
雨
、
田
畠
皆
損
ず
、
秋
免
村
々
多
し
◎

Ｂ
無

明
和
17
64

17
71
４
年
６
月
７
日
洪
水
、
垣
生
土
手
１
０
０
間
余
切
れ
る
、
そ
の
外
所
々
破
損
数
知
れ
ず
、
郡
中
困
窮
◎

Ｂ
有

６
年
８
月
１
日
終
日
終
夜
大
風
雨
、
早
稲
白
穂
大
に
痛
む
、
西
郷
・
島
郷
大
に
悪
し

Ａ

安
永
17
72

17
80
６
年
６
月
１
日
雨
大
に
夜
に
入
り
雷
、
大
に
洪
水
と
な
る
、
４
０
年
以
来
の
大
水
、
７
月
２
５
日
大
雨
風
、
８
月
２
５
日
大
風
田
方
は
無
難
Ｂ

無

７
年
７
月
２
日
大
雨
３
日
洪
水
、
１
０
日
大
風
、
８
月
８
日
大
雨
田
畠
作
物
大
痛
み
、
実
り
悪
し

Ａ

８
年
８
月
４
日
５
日
大
雨
、
大
洪
水
、
広
渡
村
３
カ
所
土
手
切
れ
る
、
川
筋
村
々
は
水
底
、
田
方
大
痛
み
◎

Ｂ
有

天
明
17
81

17
88
２
年
８
月
２
０
日
大
雨
・
大
風
、
田
方
痛
む
、
秋
作
不
作
総
じ
て
諸
国
不
作
の
由

Ａ

３
年
７
月
９
日
よ
り
雨
、
８
月
１
２
日
ま
で
降
り
続
く
、
大
風
も
吹
く
、
田
畠
痛
み
甚
し
き
な
り
、
近
年
打
ち
続
く
天
災
、
困
窮

Ａ

４
年
８
月
１
日
大
風
吹
く
、
田
方
に
は
思
い
の
外
障
ら
ず

Ａ

年
暦
算
に
見
る
年
号
毎
風
水
害
記
事
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年
号

初
年

終
年

記
 
 
 
 
 
事

分
類
宗
社

６
年
８
月
２
８
日
大
風
雨
、
洪
水
、
田
方
大
に
痛
む

Ａ

寛
政
17
89

18
00
２
年
７
月
２
３
日
大
雨
、
２
４
日
老
良
本
土
手
５
０
間
ほ
ど
破
損
◎

Ｂ
無

４
年
７
月
２
３
日
大
雨
、
２
６
日
大
風
雨
、
田
畠
大
に
痛
む
、
国
内
下
免
一
覧
◎

Ｂ
有

９
年
６
月
１
８
日
大
雨
、
洪
水
、

Ａ

享
和
18
01

18
03
な
し

文
化
18
04

18
17
元
年
５
月
１
５
日
大
雨
、
３
０
年
来
の
大
水
で
島
津
本
土
手
４
０
間
切
れ
る
。
◎
底
井
野
・
大
隈
大
破
損
、
若
宮
・
英
彦
山
で
家
流
れ
。

８
月
２
９
日
大
雨
、
大
風
、
大
木
倒
れ
、
転
家
も
多
し
。
５
０
年
来
の
大
風
。

Ｂ
無

４
年
８
月
３
日
大
雨
大
水
出
る

Ａ

７
年
２
月
初
め
風
吹
き
泥
降
る
。
珍
し
き
こ
と
な
り
。

Ａ

８
年
５
月
９
日
大
雨
で
川
筋
表
大
洪
水
、
芦
屋
浜
口
土
手
切
れ
。
７
月
１
４
日
大
雨
大
水
出
る
。

Ａ

文
政
18
18

18
29
１
１
年
７
月
２
日
大
雨
風
吹
く
。
８
月
９
日
大
風
、
当
村
転
家
４
、
５
軒
、
他
村
夥
し
き
転
家
な
り
。
◎

Ｂ
ʷ

天
保
18
30

18
44
元
年
７
月
３
日
大
雨
大
水
出
る
。
低
み
村
々
大
い
に
痛
む
。

Ａ
ʷ

２
年
５
月
27
日
大
雨
洪
水
。
６
月
２
日
～
４
日
大
雨
、
村
々
破
損
多
し
。

Ａ
ʷ

３
年
９
月
１
１
日
大
風
雨
。
は
ぜ
り
米
に
な
る
。
年
貢
米
拵
え
難
し
く
、
買
い
払
い
足
し
多
く
困
窮
。

Ａ
ʷ

７
年
田
植
後
大
雨
洪
水
出
る
。
夏
中
度
々
洪
水
に
て
川
筋
、
島
郷
に
払
川
・
山
鹿
、
鞍
手
の
新
延
・
中
山
辺
り
水
損
。
一
統
凶
作
な
り
。

Ｂ
ʷ

９
年
６
月
２
６
～
２
８
日
大
風
川
筋
洪
水
、
老
良
土
手
切
る
。
川
西
田
甫
湖
水
の
如
し
。
奈
良
津
も
切
る
。
大
水
３
０
年
余
と
い
う
。
◎

Ｂ
ʷ

１
１
年
６
月
４
日
よ
り
大
雨
、
五
日
洪
水
出
る
。
◎

Ｂ
ʷ

弘
化
18
44

18
48
４
年
７
月
２
２
・
２
３
日
雨
降
り
本
川
筋
大
水
、
こ
の
辺
り
も
出
水
。

Ａ
ʷ

嘉
永
18
48

18
54
３
年
５
月
２
８
日
よ
り
６
月
３
日
ま
で
大
雨
、
大
洪
水
に
な
る
。
こ
の
節
の
大
雨
は
古
今
希
な
り
。
こ
の
辺
り
屋
敷
ま
で
水
上
が
る
。
天

保
１
１
年
よ
り
１
０
倍
の
水
な
り
。
◎
７
月
３
日
大
雨
大
水
。
８
月
７
日
大
雨
、
８
日
洪
水
。

Ｂ
ʷ

６
年
５
月
１
５
日
大
雨
大
洪
水
で
田
植
止
む
。
島
津
本
川
尻
切
れ
る
。

Ａ
ʷ

安
政
18
54

18
60
２
年
５
月
１
８
～
１
９
日
大
雨
大
洪
水
、
木
屋
瀬
、
島
津
土
手
切
れ
る
。

Ａ
ʷ

万
延
18
60

18
61
な
し

ʷ

文
久
18
61

18
64
な
し

ʷ

元
治
18
64

18
65
な
し

ʷ

慶
応
18
65

18
68
３
年
田
植
後
雨
降
り
続
き
、
６
月
１
２
日
大
水
出
る
、
本
川
洪
水
、
低
み
田
地
大
痛
み
◎

Ｂ
ʷ
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資料②－１　
現在 村名 戸数 男子 女子 総数 現在 村名 戸数 男子 女子 総数

芦屋町 799 1,782 1,631 3,413 若松町 402 852 854 1,706

芦屋浦 121 247 259 506 修多羅村 91 230 249 479

芦屋村 104 263 269 532 小石村 82 232 219 451

山鹿村 246 618 568 1,186 藤木村 120 360 348 708

山鹿魚町 159 400 356 756 脇浦 50 111 111 222

柏原浦 142 316 353 669 二嶋村 138 389 392 781

計 1,571 3,626 3,436 7,062 畠田村 30 72 67 139

糠塚村 95 226 223 449 小竹村 76 214 193 407

山田村 45 130 113 243 頓田村 84 226 215 441

黒山村 54 151 148 299 竹並村 68 186 189 375

波津村 119 314 315 629 蜑住村 74 178 168 346

原村 43 123 95 218 安屋村 118 304 297 601

内浦村 67 178 175 353 脇田浦 47 127 126 253

手野村 67 184 180 364 有毛村 100 295 293 588

新松原村 22 57 50 107 大鳥居村 24 72 69 141

三吉村 62 189 180 369 岩屋浦 42 96 96 192

吉木村 149 412 394 806 塩屋村 33 94 90 184

松原村 39 92 87 179 小敷村 29 76 72 148

野間村 31 87 90 177 高須村 23 57 59 116

高倉村 103 276 242 518 計 1,631 4,171 4,107 8,278

上畑村 29 84 87 171 野面 111 310 291 601

海老津村 59 128 143 271 笹田 52 127 111 238

戸切村 75 210 193 403 金剛 65 183 179 362

計 1,059 2,841 2,715 5,556 木屋瀬 350 820 806 1626

島津村 54 162 153 315 本城村 251 678 663 1,341

鬼津村 108 268 302 570 楠橋村 171 376 370 746

若松村 51 125 141 266 馬場山村 63 167 175 342

尾﨑村 100 253 284 537 香月村 189 489 469 958

虫生津 69 167 185 352 畑村 79 216 185 401

別府村 148 382 357 739 永犬丸村 99 277 296 573

木守村 111 271 272 543 則松村 74 204 185 389

今古賀村 45 101 116 217 折尾村 87 223 219 442

広渡村 141 380 375 755 小峯村 42 99 107 206

下底井野村 71 173 173 346 上々津役村 124 311 307 618

計 898 2,282 2,358 4,640 下上津役村 80 213 201 414

吉田村 110 287 293 580 市瀬村 41 91 91 182

二村 54 142 139 281 引野村 109 281 273 554

下二村 42 113 119 232 穴生村 87 227 214 441

伊左座村 34 101 93 194 陣原村 75 214 197 411

立屋敷村 38 109 100 209 熊手村 237 554 544 1,098

頃末村 66 160 160 320 藤田村 153 376 355 731

朳村 32 6 98 184 田町 227 503 500 1,003

古賀村 55 127 120 247 浅川村 76 194 179 373

猪熊村 71 195 201 396 計 2,842 7,133 6,917 14,050

計 502 1,240 1,323 2,643 尾倉村 109 281 270 551

中底井野村 92 226 227 453 枝光村 104 254 245 499

上底井野村 147 365 366 731 大蔵村 145 389 387 776

垣生村 102 295 286 581 計 358 924 902 1,826

中間村 258 692 647 1,339 戸畑村 269 637 613 1,250

岩瀬村 69 170 181 351 中原村 74 193 176 369

下大隈村 84 212 234 446 計 343 830 789 1,619
計 752 1,960 1,941 3,901 （作成　有馬守）

芦屋町の人口が３，４００人と２番目の若松町の１，７００人の倍ある。芦屋村浦・山鹿村浦を入れると７千人。

福岡県地理全誌（明治１３年）による旧遠賀郡の人口

中
間
市

八
幡
西
区

八
幡
東
区

戸
畑
区

芦
屋
町

岡
垣
町

遠
賀
町

水
巻
町

若
松
区
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資
料
②
－
２

明
治
１
３
（
１
８
８
０
）
年

の
人
口

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

の
人
口

１
５
０
年
間
の

伸
び
率
(倍
）

中
間
市

遠
賀
郡

１
８
８
０
年

２
０
２
３
年

北
九
州
市

１
８
８
０
年

２
０
２
３
年

芦
屋
町

7
,0
6
2

1
3
,1
8
3

1
.9

芦
屋
町

7
,0
6
2

1
3
,1
8
3

八
幡
西
区

1
4
,0
5
0

2
4
9
,0
9
5

水
巻
町

2
,6
4
3

2
7
,8
2
4

1
0
.5

水
巻
町

2
,6
4
3

2
7
,8
2
4

八
幡
東
区

1
,8
2
6

6
4
,2
5
8

岡
垣
町

5
,5
5
6

3
1
,6
2
4

5
.7

岡
垣
町

5
,5
5
6

3
1
,6
2
4

戸
畑
区

1
,6
1
9

5
6
,0
8
8

遠
賀
町

4
,6
4
0

1
9
,1
1
5

4
.1

遠
賀
町

4
,6
4
0

1
9
,1
1
5

若
松
区

8
,2
7
8

8
0
,5
6
3

中
間
市

3
,9
0
1

4
0
,1
4
5

1
0
.3

中
間
市

3
,9
0
1

4
0
,1
4
5

計
2
5
,7
7
3

4
5
0
,0
0
4

北
九
州
市
八
幡
西
区

1
4
,0
5
0

2
4
9
,0
9
5

1
7
.7

計
2
3
,8
0
2

1
3
1
,8
9
1

北
九
州
市
八
幡
東
区

1
,8
2
6

6
4
,2
5
8

3
5
.2

北
九
州
市
戸
畑
区

1
,6
1
9

5
6
,0
8
8

3
4
.6

北
九
州
市
若
松
区

8
,2
7
8

8
0
,5
6
3

9
.7

計
4
9
,5
7
5

5
8
1
,8
9
5

1
1
.7

福
岡
県
(旧
筑
前
国
）

4
4
5
,2
7
8

3
,5
1
9
,0
4
4

7
.9

日
本
国

3
6
,6
5
0
,0
0
0

1
2
4
,7
7
0
,0
0
0

3
.4

明
治
１
３
年
の
段
階
で
は
中
間
市
・
遠
賀
郡
の
人
口
と
、
北
九
州
市
八
幡
東
西
・
若
松
・
戸
畑
と
の
人
口
は
、

２
３
，
３
５
６
人
：
２
５
，
７
７
３
人
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
現
在
は
１
３
１
，
８
９
１
人
：
４
５
０
，
０
０
４
人
と
約
１
：
３
に
な
っ
て
い
る
。

人
口
増
が
多
い
中
間
市
・
水
巻
町
は
炭
鉱
開
設
に
よ
る
増
加
で
あ
り
、
戸
畑
区
・
八
幡
東
西
区
は
八
幡
製
鉄
の
起
業
に
よ
る

増
加
と
考
え
ら
れ
る
。

左
記
を
中
間
市
・
遠
賀
郡
と
北
九
州
市
と
で
比
較
し
た
も
の
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福岡県地方史連絡協議会
【地方史大会】

筑後地域及びその周辺地域に
おける気象災害

～森林管理の立場から～

久留米郷土研究会
福島敏彦

令和５年６月２４日
福岡県立図書館にて

今回の目的

①災害は繰り返しありました

②その度に未曾有・初めての災害経験

③災害の種類・頻度・規模など

④九州各地と筑後地域と比較

⑤歴史的視点
から災害を軽
減する
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水系名 水系本川延長 水系流域面積 流域自治体
水系流域内人
口

支川数
水系年平均流
量

BOD ダム数 水力発電所数

遠賀川 61 1,026 福岡県 666,406 74 31.47 2.6 23 (0) 1 

山国川 56 540 大分県、福岡
県

36,801 39 20.81 0.9 1 (0) 1 

筑後川 143 2,863
熊本県、大分
県、福岡県、佐
賀県

1,090,777 235 95.09 1.6 29 (2) 22 

矢部川 61 647 福岡県 182,889 23 21.54 1.1 17 (2) 4 

松浦川 47 446

佐賀県

97,818 80 12.46 2.4 22 (0) 3 

六角川 47 341 122,827 79 4.36 2.1 9 (1) 0 

嘉瀬川 57 368 133,412 51 14.10 1.0 3 (2) 8 

本明川 21 87 長崎県 54,583 18 2.11 1.8 2 (1) 0 

菊池川 71 996

熊本県

208,694 68 39.56 1.1 1 (0) 4 

白川 74 480 131,375 16 25.39 2.5 3 (1) 4 

緑川 76 1,100 517,189 59 36.17 2.4 4 (2) 11 

球磨川 115 1,880 137,375 82 119.92 1.4 11 (4) 20 
大分川 55 650 大分県 252,808 48 22.33 1.4 7 (1) 14 

大野川 107 1,465 熊本県、宮崎
県、大分県

206,818 138 61.36 0.6 14 (0) 10 

番匠川 38 464 大分県 56,527 52 12.17 1.1 5 (0) 0 

五ヶ瀬川 106 1,820 熊本県、大分
県、宮崎県

127,638 102 60.94 1.1 8 (2) 22 

小丸川 75 474 宮崎県 32,616 16 32.76 0.5 8 (4) 5 

大淀川 107 2,230 鹿児島県、熊
本県、宮崎県

601,321 134 107.61 1.3 16 (3) 12 

川内川 137 1,600 宮崎県、鹿児
島県

195,944 129 91.09 0.7 4 (2) 5 

肝属川 34 485 鹿児島県 115,578 36 31.69 4.5 2 (0) 3 

九州地方整備局管轄[編集]
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九州地方における水系流域の面積

災害は県境を越えた規模で発生しています。

①1650年から２０１８年の368年間の洪水は２年に１回の割合である
②江戸期における洪水の頻度は３年に２度の割合である
③明治前期までは江戸期と同じ頻度であるが明治中期から現在までは３．３年に１度となり、頻度は半分以下に減少した
④地球温暖化により洪水や豪雨が多くなったという一般に言われて事とは異なった頻度となった
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明治２２年７月の筑後川の氾濫

日本三大暴れ川
坂東太郎（利根川）、筑紫次郎（筑後川）、四国三郎（吉野川）

筑後川は時代によっては千歳川・千年川（ちとせがわ）、一夜川（いちやがわ）、筑間川
（ちくまがわ）とも呼ばれていた。

筑後川という名称が最終的に本流の名称として統一されたのは１６３６年（嘉永１３年）の
ことである。
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①昭和１９年 福岡県の瀬戸内海沿岸地域の山崩れ
１．戦中の最中であり、報道は殆どなされなかった。２．略奪的林業下における、広葉樹林の山腹崩壊である。
３．戦後の昭和21年の米軍の航空写真で確認

②昭和２８年6月 県内全域の豪雨災害（福岡県・佐賀県・熊本県・大分県）
１．門司市の風師山の崩壊、新聞報道では、門司市風師山の広葉樹林が崩壊して、国道に沿った電車軌道へ。
２．久留米市 筑後川の氾濫、国鉄久留米駅周辺でも１ｍを越えた浸水、３．更に下流の安武小学校の一階まで浸水。
４．矢部村では、国有林の広葉樹林から針葉樹林の転換地における山地崩壊、旧林の伐根が腐朽して崩れやすい環境。
５．夜明けダムは４門の内１門が完成しておらず､防災の機能を果たさなかった。６．これを機会に､ダム建設反対運動は
少なくなる。日向神ダム（矢部川、1953/1960）､下筌ダム（筑後川､1958年/1972年）､松原ダム（筑後川1958年/1972）。

６． 『筑後川水系治水基本計画（筑後大堰含む1974/1985）』の推進

③昭和３８年 背振山（油山を含む）の山地崩壊 2636ケ所
１．昭和３０年を境に、エネルギー革命があり、広葉樹の薪炭林施業から、針葉樹の用材施業へと転換した。
２．旧広葉樹林の伐根が腐朽して、人工林の新しい根に移り変わる途中の森林が崩壊した(2620ｹ所、背振山のみ)。

④昭和３８～３９年 大雪害（西日本・山陰・北陸）
１．森林の倒壊、折損、凍裂害。２．都市機能不能。 ３．山陰でも大雪で３日間、国鉄不通

⑤昭和４７年 スギ林の折損、ヒノキ林倒木（篠栗町～直方市）
１．今でいう線上降雨ではないか。 ２．北九州を中心に交通混雑。

⑥昭和５３年 大渇水、西日本一帯
１．福岡市 では 1978年5月から1979年3月までの渇水 である。 ２．前年の夏からの降水量が平年の降水量70%以下。
２．287日間にわたって時間指定 断水 による給水制限が行われることになった 。
３．1979年に川上の山地と川下の都市による森林管理を可能にした水源の森基金が発足。

⑦平成３年 台風１９号による風害 （西日本～日本海沿岸、北海道（リンゴ））
１．福岡県の森林は７００２haの風害があり、実に１０年分の伐採面積を超える災害。
２．災害木の処理による過剰供給が再生産不可能な木材価格の下落し、整理伐が終了した平成８年以降も下落した価格。
３．県営林も大半の管理森林を不採算林として市町村との分収契約を途中で打ち切り、林地を返還した。
４．県営林は県内の５％の山林を管理して、１０％の木材供給を果たしていた優良な森林管理を放棄することになる。
５．以後、篤林家も森林経営の不安定化に敏感な反応を示す結果となった。

福岡県の気象災害は
約十年ごとに発生していた。

７

２８災害 鉄道橋以外の橋は全て流失（久留米）
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日田代官所付近２８災害の流木（輪掛けの短木が流失）

最近の福岡県の気象災害を詳細に見ると

⑧平成５年 台風１３号 全九州
１．種子島で最大瞬間風速59.1m/s ２．大分の1時間最大降雨量81.5mm､総雨量2855.5mm
３．被害箇所は宮崎県の38、鹿児島県が31で福岡県3ケ所 ４．死者は43人、負傷者は49人
５．玖珠川で大きな洪水を記録、瀬下の水位4.56m ６．平成３年のモメ木が倒木

⑨平成６年７月～平成７年６月 渇水 福岡市・北九州市とその周辺市町村
１．295日の給水制限、のべ断水時間2452時間、筑後川からの取水制限
⑩平成11年 豪雨災害 福岡市
１．梅雨前線と低気圧、御笠川の氾濫、博多駅地下鉄街水没、死者1人。２．遠賀川流域：床上浸水232戸､床下浸水930戸。
３．道路･ＪＲ・福岡市営地下鉄の一部が運休するなど、この水害は我が国都市部、特に地下空間における問題を提起した

⑪平成13年 梅雨 筑後地域
１．床上浸水23戸、床下浸水180戸､花月川支流有田川、寒水川（しょうずかわ）で氾濫、瀬下の水位3.84m

⑫平成15年 風水害 土石流災害 九州全域
１．前線が日本海に停滞。太宰府市の1時間雨量は104mm、積算雨量は361mm。死者23人。被害箇所は福岡県1271
２．遠賀川流域の被害は負傷者2名､家屋全壊7戸､家屋半壊9戸､床上浸水1957戸､床下浸水1778戸、日の出橋水位8.07m11）。
３．平成11年に浸水した下流地区では激甚災害特別対策の事業中の御笠川が再び氾濫し、特に博多駅周辺での被害が著しい。

⑬平成21年 風水害 土石流災害 福岡・佐賀・長崎
１．九州北部豪雨災害、福岡県の死者8人、行方不明2、軽傷7、崖崩れ639件、地辷り3件､家屋全壊4

⑭平成22年 風水害 土石流災害 福岡県
１．福岡県の崖優れ404、道路648、橋梁2、軽傷2人

⑮平成23年 梅雨前線による土石流災害
１．九州各地で家屋浸水や土砂災害が発生し､崖崩れ237件､負傷者4人｡２．球磨川流域では人吉水位観測所では氾濫危険水位を越えた

⑯平成24年 風水害土石流災害
１．河川の氾濫や土砂が発生し、福岡県・熊本県・大分県では死者30人、 ２．八女市黒木町笠原では、大規模な脚部喪失型の崩壊が数カ
所で発生した。また流木の発生により､上陽町の石橋も一部で破損し､笠原でも小さな石橋に丸太が堆積し､溢流を拡大した。

⑰平成２９年 北部九州豪雨災害 福岡県朝倉市、大分県日田市
１．朝倉市、大分県日田市など24時間の降雨量が統計観測開始以来の一位の値を更新し、朝倉・日田では40人の死者。

⑱令和3年 筑後川支流の内水面氾濫 久留米市・佐賀県
１．筑後川支流における内水面の氾濫

大半を省略
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;

①九州における流木被害数は江戸の中期から幕末までは15年に一回、②大正前期頃から昭和前期には５年の一回の割合で
流木の被害が発生している(江戸前期には記録方が整備されていなかった？)。③昭和後期はそれまでの放置林に植栽し幼齢
林が多く、前生樹の伐根が腐朽する頃で２年一回。④平成の前期頃より森林は成熟化し、流木災害の頻度は減少し、3.3年に
一回の流木となり、⑤流木の回数は減少傾向にある。但し、ここでは流木量を具体的に○○万本・○○haなどと表示のあるも
のもあるが、大半は表示がない
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九州全体の約３分１が筑後地域となって、相対的に橋梁の流出は多い地域と言える
橋梁の桁幅が大径木を想定したものではない。
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①飛鳥・奈良・平安・鎌倉・室町・安土桃山期は約３３年に１回の割合で旱魃が発生（記録が少ない）
②江戸期は2.4年に１回、即ち、５年に2回の割合
③明治・大正期は1.25年に１回の割合、即ち、５年に４回の割合
④昭和・平成期は6.2年に１回の割合で、江戸期を基準にすると、旱魃は減少する傾向にある。
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九州

①江戸期の雪害は８.３年に1度の割合

②明治期は９年に1度

③大正・昭和前期は明治より頻繁で３年に１回であった

④昭和後期の前半では1.4年に１度という極めて頻度が高くなっている

⑤昭和後期の後半から平成に入ると頻度は激減し、約５０年間に２度となる
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以上、森林と気象災害を見てきましたが、確かに森林の防災機能は極めて大きい
ものの、絶対ではなく、限界を超えると、功が逆に罪（流木）ともなって、人々の生
活を脅かすこともあります。
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